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景
で
あ
っ
た
。
ま
た
川
の
両
岸
か
ら

川
幅
い
っ
ぱ
い
に
か
か
る
鯉
の
ぼ
り

と
、
な
に
や
ら
黒
い
ウ
ナ
ギ
の
よ
う

な
吹
き
流
し
は
愉
快
で
あ
る
。
数
年

前
ま
で
は
、
物
怖
じ
し
て
い
た
が
今

日
は
流
暢
に
景
色
を
説
明
し
て
く
れ

た
観
光
ガ
イ
ド
さ
ん
。
そ
の
解
説
を

聞
き
な
が
ら
、
思
わ
ず
「
変
わ
っ
た

な
」
と
つ
ぶ
や
い
た
。

展
勝

地
の
桜

は
お
よ

そ
百
年

ま
え
に

小
金
井

の
桜
が

移
植
さ

れ
た
と

聞
い
て

い
る
。
名
勝
小
金
井
桜
は
山
桜
で
あ

る
が
、
小
金
井
公
園
も
展
勝
地
の
桜

も
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
主
流
で
あ
る
。

や
は
り
横
に
広
が
り
こ
れ
ぞ
と
ば
か

り
咲
き
誇
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
は
敵

わ
な
い
の
か
。

厳
し
い
冬
を
耐
え
て
、
そ
の
な
か

で
赤
い
芽
を
つ
け
そ
れ
を
膨
ら
ま

せ
、
そ
し
て
時
期
が
来
る
と
一
斉
に

咲
く
桜
に
は
そ
の
種
類
に
よ
ら
ず
独

特
の
美
し
さ
と
哀
れ
さ
が
あ
る
。
咲

き
終
わ
っ
た
あ
と
は
桜
吹
雪
と
な
り

樹
の
下
に
白
い
絨
毯
を
敷
き
、
い
つ

し
か
土
に
帰
る
。
そ
し
て
小
枝
に
若

芽
の
み
ど
り
が
萌
え
始
め
る
。
夏
に

か
け
て
み
ど
り
が
鬱
蒼
と
茂
り
樹
の

下
に
影
を
作
り
、
涼
を
与
え
て
く
れ

る
。
秋
に
な
る
と
こ
れ
が
ま
た
茶
色

と
赤
が
混
在
し
た
色
の
葉
に
な
り
季

節
の
移
ろ
い
を
教
え
て
く
れ
る
。
小

金
井
の
桜
に
和
ん
だ
暖
か
さ
を
感

じ
、
同
じ
桜
の
は
ず
の
展
勝
地
で
観

る
桜
に
は
寒
さ
に
耐
え
た
凜
と
し
た

美
し
さ
と
、
や
っ
と
春
を
迎
え
た
と

い
う
歓
喜
の
風
情
を
感
じ
取
る
。
北

上
川
の
向
こ
う
か
ら
射
す
西
日
は
桜

に
紅
を
そ
え
梢
は
茜
色
に
輝
く
。

北
上
ふ
る
さ
と
会
の
皆
様
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
昨
年
10
月
に
岩
手
県
で
開

催
さ
れ
た
「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
・

希
望
郷
い
わ
て
大
会
」
は
「
東
日
本

大
震
災
復
興
の
架
け
橋
」
の
冠
称
を

掲
げ
、
全
国
各
地
か
ら
選
手
・
監
督

を
は
じ
め
多
く
の
大
会
関
係
者
や
観

客
の
皆
様
を
お
迎
え
し
、
多
く
の
市

民
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
大
盛
況
の

う
ち
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

こ
の
国
体
で
生
ま
れ
た
市
民
の
地

域
へ
の
誇
り
を
更
に
大
き
く
育
て
、

対
外
的
な
認
知
度
を
高
め
る
た
め
、

北
上
市
で
は
今
年
度
よ
り
都
市
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
課
を
新
設
し
、
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
本
格
的
な
取

り
組
み
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
３

月
に
は
市
民
参
加
に
よ
る
「
北
上
市

ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
総
選
挙
」
を

行
い
、「
Ｋ
ｉ
ｔ
ａ
Ｃ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ｇ
！

北
上
市
」
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
同
じ
く
７
月
に

総
選
挙
を
行
い
決
定
し
た
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
旗
印
に
、「
や
っ
ぱ
り
北
上
だ

よ
ね
」、「
北
上
に
お
い
で
よ
！
」
と

愛
着
を
持
っ
て
推
奨
で
き
る
、
誇
り

あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
市
民
と

と
も
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

今
年
６
月
に
は
、
ふ
る
さ
と
北
上

民
話
研
究
会
の
皆
様
の
御
尽
力
に
よ

り
、「
第
２
回
い
わ
て
民
話
ま
つ
り
」

を
み
ち
の
く
民
俗
村
で
開
催
し
、
岩

手
県
内
の
昔
語
り
６
団
体
の
皆
様
を

は
じ
め
、
多
く
の
お
客
様
に
も
北
上

に
い
ら
し
て
い
た
だ
き
大
盛
況
の
う

ち
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
も
様
々
な
機
会
を
活
用
し
、
北

上
の
魅
力
を
発
信
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
北
上
ふ
る
さ
と
会
の
皆

様
の
御
健
勝
で
の
御
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続

き
当
市
へ
の
御
理
解
、
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

今
年
の
し
ら
ゆ
り
大
使
の
会
合
は

北
上
市
で
開
か
れ
た
。
二
子
の
古
民

家
カ
フ
ェ
で
大
き
め
の
に
ぎ
り
め
し

の
「
ほ
っ
こ
り
料
理
」
の
味
に
懐
か

し
さ
を
お
ぼ
え
た
。

食
後
は
展
勝
地
の
桜
を
堪
能
。
北

上
市
の
計
ら
い
で
今
年
は
北
上
川
に

浮
か
ぶ
舟
か
ら
観
る
桜
と
青
柳
の
萌

え
る
緑
と
の
コ
ン
ス
ト
ラ
ス
ト
で
絶
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新
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な
る
飛
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を
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し
て
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今
年
の
ふ
る
さ
と
会
の
集
い
は
11
月
11
日（
土
）で
す

集
い
の
会
は
、
在
京
北
上
出
身
者
の
年
に
一
度
の
交
流
の
場
で
す
。

北
上
市
や
市
議
会
関
係
者
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
の
方
々
も
多
数
参
加
し

て
下
さ
る
予
定
で
す
。
ふ
る
さ
と
の
今
を
知
る
と
共
に
、
懐
か
し
い
仲
間
と

大
い
に
語
り
合
っ
て
下
さ
い
。

今
年
は
11
月
第
２
土
曜
日
と
な
り
ま
し
た
。
午
後
1
時
か
ら
、
会
場
は
昨

年
と
同
じ
く
文
京
区
の
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
す
。
最
寄
り
駅
は
Ｊ
Ｒ
・

メ
ト
ロ
の
御
茶
ノ
水
駅
か
ら
徒
歩
5
分
程
度
で
す
。
詳
し
く
は
4
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

さ
く
ら

北
上
ふ
る
さ
と
会
会
長　

渡
邊 

嘉
二
郎
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昨
年
の
北
上
ふ
る
さ
と
会
の
集
い

昨
年
の
「
集
い
の
会
」
は
、
11
月

5
日
（
土
）
午
後
1
時
か
ら
、
文
京

区
湯
島
の
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

北
上
市
か
ら
は
、
及
川
副
市
長
を

は
じ
め
、
市
の
関
係
者
方
々
、
そ
し

て
在
京
の
多
く
の
来
賓
に
も
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
会
員
の

ご
参
加
で
、
総
勢
1
6
0
名
余
り
の

「
在
京
北
上
産
業
人
会
」
は
、
平

成
28
年
度
ま
で「
北
上
ふ
る
さ
と
会
」

の
中
で
も
、
事
業
や
予
算
な
ど
比
較

的
独
立
し
た
活
動
を
行
っ
て
き
た

が
、
創
立
以
来
十
数
年
を
経
過
し
て

形
骸
化
し
て
い
る
と
の
声
が
強
ま

り
、
今
年
度
か
ら
ふ
る
さ
と
会
に
一

本
化
す
る
と
と
も
に
、
原
点
に
返
っ

て
、
イ
ベ
ン
ト
的
な
も
の
か
ら
、
よ

り
実
務
的
な
も
の
を
目
指
そ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
い
わ
ゆ
る
新
生
産
業
人
会

は
、
6
月
15
日
、
法
政
大
学
で
開
催

し
た
。
研
修
会
の
講
演
は
、
北
上
市

商
工
部
の
八
重
樫
義
正
課
長
に
お
願

い
し
、
市
の
産
業
政
策
の
現
状
と
問

題
点
な
ど
を
、
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
て
頂
い
た
。

こ
れ
ま
で
、
経
済
変
動
に
振
り
回

さ
れ
な
が
ら
も
活
況
を
呈
し
て
き
た

北
上
市
の
産
業
も
、
今
後
は
市
民
生

活
の
多
様
化
や
少
子
高
齢
化
の
影
響

は
免
れ
ら
れ
ず
、
厳
し
い
現
実
に
対

応
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
参
加
者
は
33
名

と
少
な
か
っ
た
が
、
従
来
の
よ
う
に

来
賓
を
呼
ん
で
盛
り
上
げ
る
こ
と
は

せ
ず
、
実
務
的
な
方
向
で
い
こ
う
と

い
う
趣
旨
は
生
か
さ
れ
た
。
新
し
い

ス
タ
イ
ル
の
最
初
の
試
み
で
あ
り
、

議
事
進
行
や
記
録
の
面
で
反
省
点
も

あ
る
が
、
参
加
者
か
ら
は
次
々
と
発

言
が
あ
り
、
先
ず
は
充
実
し
た
会

合
に
な
っ
た
。

一
方
、
さ
ら
に
若
手
の
グ
ル
ー

プ
は
、
産
業
人
会
の
傘
下
に
「
北
上

大
学
」
を
立
ち
上
げ
た
。
主
に
電
子

媒
体
を
利
用
し
、
機
能
的
・
有
機
的

に
つ
な
が
り
を
持
と
う
と
い
う
も
の

で
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

平
成
28
年
9
月
3
日
に
開
校
式
と

第
一
回
の
会
合
を
持
っ
た
。
参
加
者

は
、
20
代
か
ら
30
代
を
中
心
に
20
数

名
。
事
務
局
の
庄
司
大
人
氏
か
ら
大

学
の
設
立
の
経
緯
や
目
的
さ
ら
に
は

今
後
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
の
説
明

の
後
、
本
学
の
学
長
で
も
あ
る
渡
邊

嘉
二
郎
法
政
大
学
名
誉
教
授
が
「
ひ

ら
め
き
」
と
題
す
る
特
別
講
義
を
行

い
、
参
加
者
は
人
間
の
持
つ
創
造
性

に
つ
い
て
傾
聴
し
た
。

第
二
回
は
平
成
29
年
2
月
11
日
。

会
合
の
講
師
は
、
東
京
生
ま
れ
で
北

上
育
ち
の
脳
外
科
医
Dr.
ま
あ
や(

本

名　

折
居
麻
綾)

さ
ん
。
も
う
一
つ

の
顔
は
な
ん
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ

イ
ナ
ー
。
講
演
の
締
め
く
く
り
で
、

人
生
に
は
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
、
柔
軟
な
発
想
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ

を
持
つ
こ
と
が
大
切
と
訴
え
た
。
大

学
の
若
い

メ
ン
バ
ー

達
が
人
生

を
考
え
る

い
い
機
会

に
な
っ
た

と
思
う
。

こ
の
よ

う
な
時
代

の
流
れ
に

方
々
が
、
民
話
の
語
り
や
鬼
剣
舞
、

地
元
協
賛
の
物
産
抽
選
会
な
ど
を
楽

し
み
な
が
ら
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

最
後
は
全
員
で
ふ
る
さ
と
の
歌
の
合

唱
と
「
北
上
お
で
ん
せ
」
を
輪
に
な

っ
て
踊
り
ま
し
た
。

今
年
も
同
様
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
集
く

だ
さ
い
。

❖ふるさと会の最新活動状況は、「北上ふるさ
と会」のホームページやfacebook(北上ふ
るさと会・首都圏在住者の会)をご覧くださ
い。また、イベントのお知らせ等に使いま
すので、返信ハガキにメールアドレスをで
きるだけ入れてください。メールにはBCC
を用いるなど、個人情報の扱いには十分留
意しています。

沿
っ
た
新
し
い
動
き
が
、
ふ
る
さ
と

会
の
中
で
大
き
く
成
長
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

�
(

事
務
局　

小
原　

磯
則)

在
京
北
上
産
業
人
会
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ー
ジ
に
載
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
掲
載
の
写
真
は
、
昨
年
11
月
27

日
の
第
70
回
川
崎
市
日
本
民
家
園
の

時
の
も
の
で
す
。

次
回
第
75
回
は
、
9
月
24
日
市
川

市
国
府
台
界
隈
を
菅
原
清
徳
氏
と
私

が
案
内
致
し
ま
す
。�

（
小
原　

寛
）

も
楽
し
い
）
は
ふ
る
さ
と
の
話
等
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

開
催
日
・
集
合
場
所
・
時
間
等
は
、

「
北
上
ふ
る
さ
と
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ

大
江
戸
探
索
会
は
北
上
ふ
る
さ
と

会
会
報
「
在
京
き
た
か
み
」
第
14
号

で
、
関
口
し
づ
か
さ
ん
が
紹
介
し
た

趣
旨
で
今
か
ら
13
年
前
に
始
ま
り
ま

し
た
。

今
年
の
7
月
で
第
74
回
を
達
成
。

通
過
点
と
し
て
第
1
0
0
回
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
北
上
ふ
る
さ

と
会
会
員
の
皆
様
、
是
非
ご
参
加
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
の
会
は
年
6
回
実
施
、
年
の
最

後
は
岩
手
か
ら
高
橋
洋
明
先
生
が
上

京
し
て
案
内
人
を
し
て
下
さ
い
ま
す

が
、
他
は
菊
池
威
会
長
が
ほ
と
ん
ど

案
内
人
を
し
て
頂
い
て
感
謝
！
感

謝
！参

加
費
は
5
0
0
円
で
参
加
は
自

由
で
あ
り
、
何
の
束
縛
・
規
則
等
な

し
。
反
省
会
（
た
だ
の
飲
み
会
？
で

北
上
ふ
る
さ
と
会

（
平
成
27
年
11
月
〜
29
年
10
月
）

名
誉
会
長　

折
笠
英
夫

会
　
長　

渡
邊
嘉
二
郎

副
会
長　

菅
野
建
弘
・
菅
原
清
徳

幹
事
長　

小
原
磯
則

幹
事
長
代
理　

藤
原
祥
哲
・
八
重
樫
清
美

幹
　
事　

阿
部
久
人
・
小
原
純
一
・

ふ
る
さ
と
北
上
民
話
研
究
会
は
、

塩
漬
け
に
し
た
北
上
弁
「
え
な
だ
り

の
言
葉
」
で
昔
話
を
語
る
会
で
す
。

創
立
17
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
6
月
24
日
（
土
）、
岩
手
県

内
の
民
話
語
り
の
6
団
体
と
東
京
の

当
会
、
語
り
手
総
数
36
名
で
「
第
2

回
い
わ
て
民
話
ま
つ
り
i
n
北
上
」

を
当
会
が
主
幹
事
と
な
り
開
催
し
ま

し
た
。
薗
会
長
の
も
と
、
会
員
一
致

団
結
し
運
営
に
当
た
り
、
予
想
を
超

え
る
3
4
8
名
も
の
来
場
者
を
得
ま

し
た
。

会
場
は
茅
葺
の
古
民
家
「
み
ち
の

く
民
俗
村
」。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

古
民
家
の
素
朴
で
温
か
な
雰
囲
気
の

中
、
語
り
手
と
聴
衆
が
一
つ
に
な
っ

て
大
盛
況
で
し
た
。
我
々
も
地
元
で

語
る
と
い
う
の
で
緊
張
し
ま
し
た

が
、
温
か
く
熱
心
に
聞
い
て
頂
き
、

時
に
は
笑
い
に
包
ま
れ
た
ふ
る
さ
と

の
会
場
で
、
語
る
喜
び
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
い
わ
て
銀
河
プ
ラ
ザ
で
当

会
の
語
り
を
聴
い
て
貰
っ
て
い
る

方
々
に
も
声
掛
け
し
、
28
名
も
の
方

に
来
北
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て

岩
手
の
民
話
の
素
晴
ら
し
さ
と
北
上

の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。
瀬
美
温

泉
で
の
懇
親
会
、
鬼
の
館
で
の
勇
壮

な
鬼
剣
舞
に
、
初
め
て
の
北
上
を
満

喫
し
て
頂
き
ま
し
た
。

北
上
民
話
研
究
会
は
会
員
募
集
し

て
い
ま
す
。
活
動
の
詳
細
は
北
上
ふ

る
さ
と
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

下
さ
い
。
�（
副
会
長　

千
田　

直
）

小
原
寛
・
小
原
正
彦
・
柏
葉
清
志
・

加
藤
ゆ
り
い
か
・
庄
司
大
人
・
高

橋
寛
・
千
田
正
雄
・
千
田
納
・
南

川
昌
光
・
八
重
樫
昌
志

監
　
事　

小
菅
寿
彦
・
中
野
盛

（
役
員
は
11
月
の
総
会
で
改
選
の
予
定

で
す
）

在
京
北
上
産
業
人
会

会
　
長　

渡
邊
嘉
二
郎

事
務
局　

小
原
磯
則

北
上
大
学

学
　
長　

渡
邊
嘉
二
郎

事
務
局　

庄
司
大
人

ふ
る
さ
と
北
上
民
話
研
究
会

会
　
長　

薗
牧
枝

事
務
局　

及
川
功

大
江
戸
探
索
会

会
　
長　

菊
池
威

事
務
局　

薗
牧
枝

現
行
役
員
紹
介

ふ
る
さ
と
北
上
民
話
研
究
会

大

江

戸

探

索

会
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主
な
行
事

5
月
21
日

岩
手
県
人
連
合
会
春
季
献
血

奉
仕
活
動
支
援

6
月
4
日

第
43
回
岩
手
県
人
の
集
い

6
月
15
日

在
京
北
上
産
業
人
会　

研
修
会
・
交
流
会　

法
政
大
学

6
月
18
日

近
隣
ふ
る
さ
と
会

6
月
24
日

第
2
回
い
わ
て
民
話
ま
つ
り

in
北
上　

み
ち
の
く
民
俗
村

８
月
４
日
～
６
日

第
56
回
北
上
・
み
ち
の
く
芸

能
ま
つ
り
・
花
火
大
会
協
賛

10
月
14
日
～
15
日

第
45
回
小
金
井
な
か
よ
し
市

民
ま
つ
り

10
月
28
日
～
29
日

第
35
回
江
東
区
民
ま
つ
り

10
月
29
日

第
39
回
流
山
市
民
ま
つ
り

11
月
11
日

第
25
回
ふ
る
さ
と
会
の
集
い

11
月
26
日

秋
季
献
血
奉
仕
活
動
支
援

11
月
29
日
～
30
日

北
上
市
秋
の
農
産
物
ま
つ
り

い
わ
て
銀
河
プ
ラ
ザ

１
月
５
日
～
８
日

北
上
・
西
和
賀
観
光
物
産
展

い
わ
て
銀
河
プ
ラ
ザ

2
月
4
日

岩
手
県
人
連
合
会
新
春
懇
談

会
ふ
る
さ
と
北
上
民
話
研
究
会

毎
月
第
一
木
曜
午
後
定
例
会

大
江
戸
探
索
会　

奇
数
月
に
開
催

▲上野動物園で生まれたパンダが話題です。上野駅は、東北
人にとってはふるさとへ繋がる特別な場所。上野駅にまつわ
る思い出は、皆さんそれぞれがお持ちかと思います。▲因み
に日本に初めてパンダが来日したのは1972年10月の事。カ
ンカンとランランの2頭でした。45年前の10月、あなたはど
こで何をしていましたか?　▲在京の北上人が年に一度集ま
る「ふるさと会の集い」で、今年はそんな思い出を語り合っ
てみませんか?　どうぞ同級生やお知り合いをお誘いの上、
ご参集下さい。もちろん、45年前まだ生まれていなかった若
い方のご参加も大歓迎です。お待ちしております。� （加藤）

当市では、「ふるさと北上応援寄附」の拡大と特産品のPRの
ため、御寄附いただいた方に御礼の品を贈呈しております。

御礼の品は、農畜産物のほか、特産品、観光サービス、工業
製品を御用意しております。

なお、昨年いただいた寄附は、今年度、市内16地区のまちづ
くり活動やひとり暮らしの高齢者等に緊急時の連絡装置の設置
など37事業に活用させていただいております。皆様の思いが、
北上市のまちづくりに生かされておりますので、引き続き、応
援をよろしくお願いいたします。
※寄附コースや特典内容が変更になる場合があります。

★人気＆おススメの特典★
7,000円コース

A0002　いっぺ北上の野菜食ってけで～たっぷり野菜セット

A0005　おばあちゃん乗せてけろじゃコロッケ・餃子セットA

A0007　北上産米粉100％使用米粉和賀ロール

A0027　水曜屋クッキー12種詰合

10,000円コース

B0047　さくら染めセット

15,000円コース

B0028　北上まきさわ工房詰合せM-1

B0042　黒岩豚太くん

B0076　北上製ナクレ　トイレットロール（ダブル）

B0077　さくらブルワリー飲み比べセット６本入ギフトBOX

30,000円コース

C0034　きたかみ牛モモバラミックス焼肉用

80,000円コース

F0002　北上製カシミヤ100％天使のストール

ふるさと北上応援寄附
（ふるさと便PR事業）

担当課：産業雇用支援課

A0007

B0028

B0047

C0034 F0002

北上市のまちづくりを応援ください！

【問合せ先・申込先】
一般社団法人北上観光コンベンション協会　きたかみチョイス事業部
（ふるさと納税受付業務委託先）  0197-64-6611

各コース
代表的な特典


